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北九州市議会 2021年 12月議会報告
日本共産党

　10日まで行われた12月市議会で、日本共産党市議団から4市議が質問に立ちました。コロナ対策、ジェンダー
平等社会実現、区域区分の見直し、気候変動・温暖化対策など、市民の切実な願いを取り上げ、その実現を迫
りました。藤沢加代市議が反対討論を行い、大石正信市議が意見書（下段参照）提案を行いました。

コ
ロ
ナ
対
策

＊
全
ゲ
ノ
ム
解
析
の
機
器
を
導
入

12
月
補
正
予
算
で
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
遺

伝
子
の
全
ゲ
ノ
ム
解
析
が
可
能
と
な
る
次
世

代
機
器
の
導
入
予
算
を
計
上
。
６
月
議
会
で

伊
藤
議
員
が
求
め
て
い
た
も
の
で
す
。

＊
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
接
種
予
約
に

　

学
生
を
雇
用

　

学
生
支
援
の
一
環
と
し
て
永
井
議
員
が
要

望
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

＊
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
の
拡
充

　

党
市
議
団
の
申
し
入
れ
で
本
人
が
希
望
す

れ
ば
、行
政
検
査
が
可
能
に
。
簡
易
検
査
キ
ッ

ト
を
学
校
、
幼
稚
園
、
高
齢
者
施
設
な
ど
に

配
付
。
宿
泊
療
養
を
基
本
と
す
る
こ
と
を
申

し
入
れ
、
薬
な
ど
の
支
給
が
実
現
。

＊
子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
が
拡
充

　

来
年
１
月
１
日
か
ら
助
成
対
象
が
18
歳
ま

で
に
拡
充
さ
れ
ま
す
。

□
ワ
ク
チ
ン
交
互
接
種

の
安
全
性
周
知
を

伊
藤　

第
６
波
に
備
え
、

３
回
目
接
種
や
、
フ
ァ
イ

ザ
ー
、
モ
デ
ル
ナ
製
の

交
互
接
種
の
安
全
性
を

し
っ
か
り
と
周
知
す
べ

き
だ
。

市
長　

交
互
接
種
に
つ

い
て
は
、
不
安
を
感
じ
る

住
民
が
多
い
と
想
定
さ

れ
る
。
安
全
性
、
有
効
性

な
ど
に
つ
い
て
、
よ
り
て

い
ね
い
に
情
報
発
信
し
た

い
。

□
公
立
幼
稚
園
の

全
廃
は
見
直
し
を

伊
藤　

教
育
長
は
公
立
幼

稚
園
４
園
の
存
続
に
し
っ

か
り
取
り
組
む
と
答
弁
し

て
い
る
。
教
育
水
準
の
維

持
・
向
上
の
た
め
に
も
公

立
幼
稚
園
の
存
在
は
不
可

欠
。全
廃
は
見
直
す
べ
き
だ
。

教
育
長　

教
育
研
究
実
践

園
と
し
て
の
役
割
は
私
立

幼
稚
園
に
お
い
て
も
担
う

こ
と
が
で
き
る
、
保
護
者

負
担
額
の
格
差
が
解
消
さ

れ
た
。
廃
止
の
結
論
に

至
っ
た
。

□
気
候
危
機
打
開
は

待
っ
た
な
し

出
口　

気
候
危
機
打
開
へ

Ｃ
Ｏ
２
削
減
は
待
っ
た
な

し
だ
。
排
出
65
％
の
産
業

界
、
と
り
わ
け
鉄
鋼
業

界
は
高
炉
の
電
炉
化
な

ど
削
減
が
必
要
。
再
エ

ネ
、
省
エ
ネ
へ
の
大
転
換

に
よ
っ
て
、
産
業
分
野
で

２
５
４
万
人
の
新
た
な
雇

用
を
創
出
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を

２
０
２
兆
円
押
し
上
げ
る

と
の
試
算
も
あ
る
。

市
長　

中
国
や
ロ
シ
ア
、

あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
鉄
鋼
業
は

ど
う
な
り
ま
す
か
ね
。
こ

れ
は
、
日
本
だ
け
で
や
る

問
題
じ
ゃ
な
い
。

出
口　

不
公
平
だ
と
い
う

意
見
は
通
ら
な
い
。
鉄
鋼

業
に
削
減
目
標
を
求
め
る

べ
き
だ
。

□
市
立
療
育
セ
ン
タ
ー

存
続
を

出
口　

ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア

（
弱
視
者
支
援
）
の
医
師

の
確
保
と
技
術
の
継
承
を

は
か
る
べ
き
だ
。

担
当
局
長　

最
大
限
の
努

力
を
す
る
。

□
学
生
に
寄
り
添
っ
た　

支
援
を

永
井　

寄
り
添
わ
な
い

姿
勢
の
背
景
に
は
、
支
援

が
行
き
届
い
て
い
る
と

い
う
主
観
的
な
認
識
が

あ
る
。
食
料
支
援
団
体
の

情
報
提
供
や
さ
ら
な
る

実
態
調
査
な
ど
具
体
的

な
支
援
を
す
べ
き
。

市
長　

学
生
の
状
況
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
も

の
が
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

□
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

へ
の
相
談
窓
口
の

工
夫
を

永
井　

現
在
の
相
談
は

い
き
な
り
電
話
や
面
談

で
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

S
N
S
や
メ
ー
ル
を
活

用
し
た
、
相
談
窓
口
の
受

付
を
可
能
と
す
べ
き
。

市
長　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の

ツ
ー
ル
を
用
い
て
、
相
談

窓
口
の
周
知
を
図
り
た

い
。
相
談
者
の
方
々
と
つ

な
が
り
や
す
く
す
る
た

め
、相
談
受
付
の
段
階
で
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
す
る

方
策
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

□
区
域
区
分
見
直
し

に
つ
い
て

高
橋　

対
象
者
す
べ
て
に

知
ら
せ
、
丁
寧
に
意
見
聴

取
す
べ
き
だ
。

市
長　

意
見
書
は
来
年
３

月
末
を
受
付
期
限
と
し
て

い
る
が
、
説
明
会
を
踏
ま

え
、
柔
軟
に
見
直
す
。

高
橋　

線
引
見
直
し
の
修

正
案
が
出
る
こ
と
で
、
新

た
な
地
域
の
分
断
が
起
き

る
。
資
産
の
減
額
も
否
定

で
き
な
い
。
市
は
、
補
償

の
必
要
も
な
い
と
い
う

が
、
反
対
の
声
は
大
き
く

広
が
っ
て
い
る
。
計
画
の

白
紙
撤
回
を
。

□
事
業
者
支
援
金
の

迅
速
な
給
付
と

非
課
税
扱
い
を

高
橋　

事
業
者
へ
の
支

援
金
支
給
の
遅
滞
を
解
消

し
、
迅
速
な
給
付
を
。
ま

た
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
コ

ロ
ナ
禍
の
給
付
金
は
非
課

税
。
国
に
非
課
税
と
す
る

よ
う
求
め
る
べ
き
だ
。

担
当
局
長　

人
員
増
で
給

付
の
迅
速
化
に
努
め
る
。

非
課
税
の
要
望
は
し
な

い
。

伊藤 淳一 伊藤 淳一 議員議員永井 佑 永井 佑 議員議員

出口 成信 出口 成信 議員議員高橋　都 高橋　都 議員議員

会
派
質
疑

会
派
質
疑

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

日本共産党日本共産党日本共産党日本共産党日本共産党日本共産党日本共産党日本共産党日本共産党日本共産党日本共産党日本共産党日本共産党日本共産党日本共産党日本共産党日本共産党日本共産党日本共産党日本共産党日本共産党迫った、届けた、市民の声迫った、届けた、市民の声！！

12 月議会に提出された主な意見書
に対する主な会派の賛否
◎は提出会派

共産 自民 公明 ハート
フル

自民
の会 維新

結果

議員数 8 13 13 11 5 3
核兵器禁止条約第1回締約国会議へ
の日本政府のオブザーバー参加を ◎ × ◯ ◯ × ◯ 可決

軽石の大量漂着被害への支援と情報
収集・監視の強化を ◎ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

「マイナポイント」付与事業の中止を ◎ × × × × × 否決

男女賃金格差の公表によるジェン
ダー平等への本格的取組を ◎ × × × × ◯ 否決

気温上昇を抑えるために、石炭火力
発電所の早期全廃を ◎ × × × × × 否決

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を
採取しないこと ◯ ◯ ◯ ◎ ◯ ◯ 可決

市
民
の
願
い

市
民
の
願
い

 

実
現・前
進
し
ま
し

実
現・前
進
し
ま
し
たた

核
兵
器
禁
止
条
約
締
約
国
会
議
へ
の
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
参
加
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決



総務財政委員会 経済港湾委員会 教育文化委員会 保健福祉委員会 環境水道委員会 建設建築委員会
大石　正信 高橋　都 ◎藤沢　加代 ◯荒川　徹 出口　成信 ☆山内　涼成

永井　佑 伊藤　淳一

日本共産党各議員の常任委員会配置 （◎委員長、○副委員長、☆議会運営委員）

　

北
九
州
市
が
自
衛
官
を
募
集
す
る
た
め

の
名
簿
を
防
衛
省
に
提
供
し
よ
う
と
し
て
い

る
問
題
で
、
日
本
共
産
党
北
九
州
市
議
団

も
加
わ
る
「
平
和
と
暮
ら
し
を
守
る
北
九

州
市
民
の
会
」
な
ど
市
内
の
12
団
体
は
11

月
29
日
、
市
に
中
止
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
安
保
法
制
の
も
と
で
の
名
簿

提
出
は
市
民
を

海
外
の
戦
場

に
送
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
し

て
、
中
止
を
求

め
ま
し
た
。

　

申
し
入
れ
に

は
日
本
共
産
党

の
高
瀬
菜
穂
子

県
議
、
藤
沢
加

代
市
議
が
同
席

し
ま
し
た
。

26
年
間
に
渡
っ
て
市
民
が
利
用
し
て
き
た
「
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
」
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ル
ー

ム
。
そ
の
利
用
を
め
ぐ
っ
て
北
九
州
市
が
、ト
レ
ー

ニ
ン
グ
機
器
の
廃
止
と
利
用
時
間
の
大
幅
短
縮
を

打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

利
用
者
は
「
公
共
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
の
場
は
健

康
を
支
え
る
か
け
が
え
の
な
い
存
在
」
と
、
署
名

運
動
に
取
り
組
み
、
こ

れ
ま
で
に
１
２
０
０
人

を
超
え
る
賛
同
署
名
を

集
め
て
い
ま
す
。
継
続

の
た
め
に
必
要
な
予
算

は
わ
ず
か
で
す
。
共
産

党
市
議
団
は
い
っ
し
ょ

に
な
っ
て
継
続
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

自衛隊への名簿提供やめよ 「
市
民
の
会
」な
ど
12
団
体
が
申
し
入
れ

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ル
ー
ム
利
用

　
　
　
　
　
　

今
ま
で
通
り
に

１
２
０
０
人
を
超
え
る
署
名
集
ま
る

 申し入れ書を手渡す市民の会の三輪事務局長

 陳情を受ける（左から）伊藤、高橋、
出口の各市議＝11月30日

北九州と地球の未来が見えた
講演に寄せられた感想文から

 大きな反響を呼んでいる
著書『グリーン・
ニューディール』

司
会
進
行
の

永
井
議
員

あ
い
さ
つ
を
す
る

荒
川
団
長

明
あ す か

日香 壽
じゅせん

川さん
プロフィール

東北大学東北アジア研
究センター・同大学院教
授。1959 年生まれ。環
境省、経産省、外務省な
どの政府審議会、政府委
員会委員などを歴任。著
書に『脱「原発・温暖化」
の経済学』（中央経済社）
など多数

「どうする気候危機」「どうする気候危機」ー 明日香教授ー 明日香教授とと考えた考えた

　

日
本
共
産
党
北
九
州
市
議
団
主
催

の
、
明
日
香
壽
川
・
東
北
大
学
教
授

を
迎
え
た
講
演
会
「
ど
う
す
る
気
候

危
機　

持
続
可
能
な
道
は
あ
る
の
か
」

が
12
月
19
日
午
後
、
市
立
商
工
貿
易

会
館
（
小
倉
北
区
）
で

あ
り
、
1
2
0
人
を
超

え
る
市
民
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

明
日
香
教
授
は
、
世

界
と
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
温
暖
化
政
策
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
、
最
新
の
デ
ー
タ
を
踏
ま

え
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
。
再
生
エ

ネ
と
省
エ
ネ
へ
の
思
い
切
っ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
転
換
で
、
年
間
2
5
4
万
人

の
雇
用
が
創
出
さ
れ
、
気
候
危
機
回

避
と
地
域
発
展
の
同
時
達
成
が
可
能

に
な
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

市
民
団
体
の
山
崎
鮎
美
さ
ん
は
、

C
O
2
を
大
量
に
排
出
す
る
長
崎
県

西
海
市
の
火
力
発
電
所
反
対
運
動
の

取
り
組
み
や
、
国
連
、
地

域
で
の
脱
炭
素
の
活
動
に

つ
い
て
報
告
。
そ
の
行
動

力
と
発
言
に
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
議
団
は
講
演
会
成
功

に
向
け
、
商
工
会
議
所
、

青
年
会
議
所
な
ど
を
訪
問
。

講
演
会
の
お
知
ら
せ
と
お

誘
い
を
お
こ
な
っ
て
き
ま

し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
で
環
境
も
雇
用
も

明
日
香
壽
川
教
授

山
崎
鮎
美
さ
ん

 ▼明日香教授が当日示した資料


